
​ ​(※参加者の性別は問いません) 
 
　本BoFは、これからの働き方を考えるためにLinux女子部、TechGIRL共催で開催します。 
日本国内の出生率の減少により、労働人口の減少が社会問題化されつつあります。また、こ

れまでIT業界で働く女性が男性よりもまだ少ない現状もあり、女性技術者の「これからの

キャリアの築き方が分からない」「出産後も働けるのか不安」といった声を聞きます。世界

の女性技術者のワークスタイル、またその動向について知る機会も必要です。 
今後は社会全体で働き方の変革、働く女性の支援を進めていくことが急務です。これらの解

決の糸口として、​ ​​ ​グローバル社会での働き方、働く場所にとらわれないリモートワークの

働き方、育児や介護をしながらの働き方、そして、仕事以外の趣味を通した自分らしい生き

方などが注目されています。 
 
　今回は、【Internet​ ​Week​ ​2017​ ​BoF特別編】のTechGIRL「これからの生き方・働き方」

として個性溢れるゲストをお招きし、これからの「働き方」についてLT(ライトニングトー

ク)とパネルディスカッション形式でこれからのリアルな「生き方・働き方」を紹介しま

す。 
 
　これからの「働き方」を参加者全員で考えていきましょう。 
 

● 企画運営：​平　愛美、かまた​ ​ひろこ、TechGIRLメンバー 

● 司会進行役：近藤　佑子 

● BoFタイトル：【これからの生き方と働き方、技術者目線の3つのポイント】 

● 日時:​ ​11月28日(火)​ ​19:00～20:30 

● 当日受付:​ ​11月28日(火)​ ​18:45～ 

● 主催:​ ​Linux女子部、TechGIRL 

● 会場提供:​ ​Internet​ ​Week​ ​2017 

● 参加費:​ ​無料 

● 飲食提供：ファーウェイ・ジャパン（華為技術日本株式会社） 

● 参加表明：​https://techgirl.doorkeeper.jp/events/66697 

※スポンサー様より飲料提供していただく関係で、上記URLにて参加表明をお願いします 

■​ ​プログラム 
 
・19:00～19:10​ ​　開会挨拶、プログラム説明 
 
・19:10～19:30　パネラーによるLT(ライトニングトーク) 
 

(1)​ ​五十川慈さん「Meggy流、おいしい人生のつくりかた」 
(2)​ ​平愛美さん「リモートワークと子育て3つの秘訣」 
(3)​ ​奥谷泉さん「グローバル視点での女性の働き方」 

 
・19:30～19:55　パネルディスカッション 

https://techgirl.doorkeeper.jp/events/66697


 
　パネルディスカッションでは、LTでお話された内容から、今後社会全

体が大切にするもの、変えなくてはいけないもの、長く楽しく働くため

のコツなどポイント３つを選んでまとめていきたいと思います。 
 

・19:55～20:10　質疑応答 
 
・20:10～20:15　閉会 
 
・(20:15～20:30　撤収作業) 
 
 
■​ ​講演者プロフィール 

 
【五十川　慈】(Megumi​ ​Isogawa) 
 

- 所属 株式会社ヌーラボ 
- ​ ​タイトル 「Meggy流、おいしい人生のつくりかた」 
- ​ ​概要 

　キャリア女性の転職を支援する東京のスタートアップで、2人目の社員と

して3年間の創業期を過ごした後、2017年4月から(株)ヌーラボ福岡本社で広

報として仕事をしています。「仕事」「お金」「家庭」「趣味(お菓子づく

り)」の全てを叶え、人生をしあわせに生きるために、今どんな計画をしてい

るのかシェアしてみたいと思います。 
 
 
【平　愛美】 (Manami​ ​Taira) 
 

- 所属 Linux女子部 
- タイトル 「リモートワークと子育て3つの秘訣」 
- 概要　 

　「IT系母ちゃん」として二人の子どもを育てながら、時短勤務のクラウド

エンジニアとしてリモートワークをしています。ブログ発信や執筆活動を行

いながら、これからの子育て仕事の両立に必要な3つのポイントについてお話

しします。家族との時間を大切に過ごしつつ、自分を大切にする生き方をお

伝えしたいと思います。 
 
【奥谷　泉】 (Izumi​ ​Okutani) 
 

- 所属 APNIC​ ​Excecutive​ ​Council 
- タイトル 「グローバル視点での女性の働き方」 
- 概要 

　IPアドレスを管理する団体を通して、世界のIPアドレスに関する国際会議

に出席しています。そこで見た各国様々な女性技術者達の現状、これを踏ま

えてこれからインターネットを活用しながらどう働いていけるのかをお話し

ます。 


